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Ⅰ．調査の概要 
 

1．調査の目的 

本調査は、わが国の歯科保健状況を把握し、今後の歯科保健医療対策の推進に必要な基礎資

料を得ることを目的とした。 

 

2．調査の対象 

全国を対象とし、平成 17 年国民生活基礎調査により設定された単位区から層化無作為抽出し

た 299 単位区内の世帯および当該世帯の満 1歳以上の世帯員を調査客体とした。 

 

3．調査の期日 

平成 17 年 11 月に国民健康・栄養調査の身体状況調査と併せて実施した。 

 

4．主な調査事項 

1） 現在歯の状況 （う蝕の有無、処置の有無） 

2） 喪失歯およびその補綴状況 

3） 歯肉の状況 

4） 歯列・咬合の状況 

5） 歯ブラシの使用状況 

6） フッ化物の塗布状況 

7） 咬合・顎関節の異常 

 

5．調査の方法 

調査は厚生労働省が作成した歯科疾患実態調査必携に従い、必要な事前準備、診査基準など

に基づき全国同一の手順によって行った。 

（1） この調査は、厚生労働大臣が都道府県知事、政令市長ならびに特別区長に委託して実

施した。都道府県知事、政令市長ならびに特別区長が、調査対象地区の保健所長の協力を

得て、口腔診査に経験の深い歯科医師および診査補助員を調査員に委嘱または任命した。 

（2） 調査の具体的な実施方法について事前に調査地区ごとに保健所長および調査員等の間

で十分に打合せを行い、調査地区の歯科関係者の協力のもと実施した。 

（3） 調査対象地区の世帯に対し、事前に本調査の趣旨、方法等の周知を図り、調査に対す

る協力の得られた者を調査した。また、被調査者に係る情報を適切に取り扱い、その個人

情報を保護するものとした。 

 

6．調査票等 

歯科疾患実態調査被調査者名簿（第 1 号様式：以下「調査名簿」）、歯科疾患実態調査票（第 2

号様式：以下「調査票」）を用いた。調査票等は、厚生労働省医政局歯科保健課より各都道府県、

政令市、特別区の保健福祉主管部（局）長に送付し、調査地区を管轄する保健所長に送付され

た。 

 

7．調査の実施 

調査票記入要領の定めるところにより次の事項を調査票に記入した。 

1）受診者に質問して記入する事項 

低年齢児については保護者等に質問し記入した。 

2）口腔診査を実施して、その結果を記入する事項 

調査の実施にあたっては次の点に留意した。 

ア）診査に用いる器具材料等は清潔に取り扱い、特に繰り返し使用する器具は滅菌を完
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全に行った。 

イ）診査にあたっては、一時的な混雑で性急に診査が行われることのないよう注意した。 

ウ）混合歯列においては、永久歯と乳歯を同時に診査することになるので、注意深く診

査し、間違いなく記録を行うよう留意した。 

エ）歯に付着物が存在し診査が困難と考えられる時は、歯の清掃をするなどした上で診

査した。また、義歯装着者については義歯を外してから口腔内診査を行った。 

オ）可撤性補綴物の鉤歯や隣接歯に発生したう蝕は、見落とさないよう注意した。また、

可撤性補綴物の場合は、補綴物を離脱させて残根の有無などを診査した。 

 

なお、調査年次による調査項目の差異については表 1に示した。 

 

8．診査基準 

診査は、次に掲げる基準に従った。 

1） 現在歯 

（1）現在歯とは、歯の全部または一部が口腔に現れているものであり、（ⅰ）健全歯（ⅱ）

未処置歯（ⅲ）処置歯の 3種に分類した。 

（2）過剰歯は含めないこととした。 

(3) 癒合歯は1歯として取り扱い、その場合の歯種名は上位歯種名をもってこれにあてた。

（例：乳中切歯と乳側切歯の癒合歯は、乳中切歯とした。） 

※ 現在歯の診査は、視診を原則としたが、充分な照明が得られない等の診査環境の場合

には、レジン充填等の確認などに際し、適宜歯科用探針を用いた。 

 

（ⅰ） 健全歯 

◆ 健全歯とは、う蝕あるいは歯科的処置の認められないもの（以下に記す未処置歯

および処置歯の項に該当しないもの）とした。 

◆ 咬耗、摩耗、着色、外傷、酸蝕症、発育不全、歯周炎、形態異常、エナメル質形

成不全等の歯であっても、それについてう蝕のないものは健全歯とした。すなわち、

歯質の変化がなく、単に小窩裂溝が黒褐色に着色しているもの、平滑面で表面的に

淡褐色の着色を認めるが歯質は透明で滑沢なもの、エナメル質形成不全と考えられ

るものなどは、すべて健全歯とした。 

◆ 健全歯のうち、脱灰、再石灰化等に関連し白濁、白露、着色部が認められる歯は、

白濁・白斑・着色歯とした。白濁・白斑・着色歯にはテトラサイクリン、ニコチン、

金属、外来性色素等による着色等は含まないものとした。 

◆ 健全歯を予防填塞の有無により、次のように分類した。 

ア．健全歯 0：予防填塞（フィッシャー・シーラント）がされていない歯 

イ．健全歯 t：予防填塞（フィッシャー・シーラント）がされている歯 

（注）予防填塞と処置歯との鑑別を行う場合、一般的に予防填塞はレジン充填に比べ、

①色調が異なること、②填塞物の辺縁の形態か裂溝状で細く、不揃いなこと、③填

塞物表面の粗造感が少ないことが多いことを考慮し鑑別した。 

（ii） 未処置歯 

◆ 未処置歯は乳歯、永久歯とも次のとおり分類した。なお、調査年次によるう蝕の

診断基準の差異については表 2に示した。 

ア．軽度う蝕（Ci：Caries incipient） 

イ．重度う蝕（Ch：Caries high grade） 

（注）1．同一歯の歯冠部に 2か所以上にう蝕のある場合には、病状の進んでいる区分

に分類した。 

2．フッ化ジアンミン銀（サホライド）のみを塗布したと考えられる歯は未処置

歯とした。 
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ア．軽度う蝕（Ci） 

歯冠部については、明らかなう窩、脱灰・浸食されたエナメル質、軟化底、軟化

壁が探知できる小窩裂溝、平滑面の病変を軽度う蝕とした。また、根面部について

は、病変部を CPI プローブで触診し、ソフト感あるいはざらついた感じがあれば軽

度う蝕とした。 

イ．重度う蝕（Ch） 

歯髄まで病変が波及しているものまたは、それ以上に病変が進行しているものを

重度う蝕とした。 

（iii） 処置歯 

歯の一部または全部に充填、クラウン等を施しているものを処置歯とした。 

・歯周炎の固定装置、矯正装置、矯正後の保定装置、保険装置および骨折副木装置

は処置歯に含めなかった。 

・治療が完了していない歯、ならびに処置歯でも 2 次う蝕または他の歯面等で未処

置う蝕が認められる場合は未処置歯とした。 

・予防填塞（フィッシャー・シーラント）の施してある歯については可能な限り問

診し、う蝕のない歯に予防填塞を施したものは健全歯 t としたが、明らかにう蝕

のあった歯に填蓋したものは処置歯とした。 

・根面板は処置歯とした。 

 

ア．充填歯 

セメント充填、レジン充填、アマルガム充填、ポーセレンインレー、合金（イン

レー、アンレーおよび 3／4冠を含む）等により、充填または一部歯冠修復している

ものを充填歯とした。架工義歯（ブリッジ）の支台歯であっても、一部修復してい

るものはこれに含めた。 

イ．クラウン等 

全部鋳造冠、陶材焼付鋳造冠、レジン前装鋳造冠、ジャケットクラウン等、歯冠

のすべてを修復しているものをクラウン等とし、架工義歯（ブリッジ）の支台歯で

あっても歯冠のすべてを被覆しているものはこれに含めた。 

 

2） 喪失歯 

（1）抜去または脱落により喪失した永久歯を喪失歯とした。ただし、智歯は含めなか

った。喪失歯の判定には、受診者の年齢を考慮し、乳歯は診査対象としなかった。

なお、インプラントは喪失歯とした。 

 

3） 補綴の状況 

永久歯の欠損部における補綴物装着の有無を診査した。補綴物は、架工義歯（ブリ

ッジ）、部分床義歯および全部床義歯に分類した。補綴物にクラスプ等による鉤歯があ

る場合はその部位を記録し、架工義歯（ブリッジ）については支台歯を記録した。部

分床義歯および全部床義歯は日常使用しているものであれば、診査時に装着していな

くても補綴が完了したものと考えた。また、一部が破損しているものあるいは欠損部

の状況と一致していないものは装着していないものとした。 

なお、乳歯の義歯・保隙装置は補綴物に含めなかった。 

 

4） 歯肉の状況 

永久歯列について 

 

7 6 1  6 7 
（右側） （左側）

7 6  1 6 7 
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０：歯肉に炎症の所見が認められない。 

１：プロービング後に出血が認められる。 

２：歯石の沈着（歯肉縁下４㎜までのプロービングによる検出を含む） 

３：ポケットの深さが４㎜以上６㎜未満（ＣＰＩプローブの黒い部分が歯肉縁にかか

っている） 

４：ポケットの深さが６㎜以上（ＣＰＩプローブの黒い部分がみえない） 

○ コード３またはコード４に歯石の沈着が認められる場合は、上記の数字を○で

囲み、対象歯がない場合は×を記入した。 

○ ５～１４歳の者の場合、永久歯（第２大臼歯を除外）について、コード３また

はコード４は診査せず、０～２のコード値の有無のみ記入する。 

 

 

(10)歯列・咬合の状況 

該当する事項を以下に示す２けたの数字で示し、左の数字は叢生、左の数字は、空隙

の状況を記入した。矯正装置を装着している等矯正治療中の場合は、数字を○で囲んだ。 

 

①  前歯部の叢生ならびに空隙の状況 

叢    生       空   隙 

００：   な  し        な  し 

０１：    な  し         あり（上） 

０２：   な  し       あり（下） 

０３：  な  し        あり(上下) 

１０：    あり（上）       な  し 

１１：    あり（上）       あり（上） 

１２：    あり（上）       あり（下） 

１３：    あり（上）       あり(上下) 

２０：    あり（下）       な  し 

２１：    あり（下）       あり（上） 

２２：    あり（下）       あり（下） 

２３：    あり（下）       あり(上下) 

３０：    あり(上下)       な  し 

３１：    あり(上下)       あり（上） 

３２：    あり(上下)       あり（下） 

３３：    あり(上下)       あり(上下) 

 

 

② オーバージェット 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等矯正治療中の場合は、

数字を○で囲んだ。 

 

 

③ オーバーバイト 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等、矯正治療中の場合は、

数字を○で囲んだ。 

 

 

④ 正中のずれ 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等、矯正治療中の場合は、

調査票等の記入方法（3/4） 



数字を○で囲んだ。 

 

I～XI 診査時には記入しなかった。 

調査票等の記入方法（4/4） 
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表1　調査項目の推移

昭和32年 昭和38年 昭和44年 昭和50年 昭和56年 昭和62年 平成5年 平成11年 平成17年

(第1回) (第2回) (第3回) (第4回) (第5回) (第6回) (第7回) (第8回) (第9回)

生年月日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年齢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

世帯業態 ○ ○ ○ ○ ○

地域ブロック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯ブラシの使用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フッ化物塗布 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在歯（健全歯） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在歯（未処置歯） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在歯（処置歯） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯肉の状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯石沈着の状況 ○ ○ ○ ○

喪失歯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補綴の状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯並びの状況 ○ ○ ○ ○

その他 医療保険加入 医療保険加入 サホライド塗布
顎関節の
自覚症状

出産回数 歯科受療

歯槽膿漏
固定装置

矯正装置

保定装置

保隙装置

骨折装置

顎口蓋補綴装
置の装着状況
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表2　う蝕の診断基準の比較

平成5年 平成11年 平成17年

未処置歯の分類 う蝕1度（Ｃ1） う蝕1度（Ｃ1） 軽度う蝕（Ci）

う蝕2度（Ｃ2） う蝕2度（Ｃ2）

う蝕3度（Ｃ3） う蝕3度（Ｃ3）以上 重度う蝕（Ch）

う蝕4度（Ｃ4）

診断基準 （う蝕1度）
表面的な小う窩があり、成形充
填により容易に治療処置の完了
する程度のう歯をいう。
①平滑面では歯科用探針が
ひっかかるもの
②小窩裂溝では歯科用探針の
先端が、歯質の中に1mm程度圧
入されるもの
③根面う蝕では表面的な軟化象
牙質の存在が触診されるもの

（う蝕1度）
エナメル質に限局したう窩の形
成が認められるもの。

軽度う蝕（Ci）
歯冠部：
明らかなう窩、脱灰・浸食された
エナメル質、軟化底、軟化壁が
探知できる小窩裂溝または平滑
面
根面部：
CPIプローブで触診し、ソフト感
あるいはざらついた感じがある
場合

（う蝕2度）
う蝕1度よりも進行したう歯である
が、歯髄処置は不要と思われる
もの。
①歯冠部では、罹患象牙歯質
が認められるもの、または触診
によりう窩が象牙質に達している
ことが認められるもの
②歯根部では深さ2mm程度のう
窩が存在するもの
（注）（①）隣接面では罹患象牙
質の存在がエナメル質を介して
透視されたものは、う窩を触診し
エナメル質に限局したう窩の形
成が認められなくてもう蝕2度と
する。
(②)小窩裂溝に歯科用探針の
先端が2mm程度入るものは、象
牙質に達するう窩であるのでう
蝕2度とする。

（う蝕2度）
　う蝕1度よりも進行し、病変が象
牙質まで達しているが、歯髄に
は到達していないもの。
①歯冠部では、罹患象牙質が
認められるもの、またはう蝕が象
牙質に達していることが認めら
れるもの
②隣接面ではう窩を確認しなく
ても罹患象牙質の存在がエナメ
ル質を介して透視されるもの
③軟化象牙質の存在が触診さ
れる根面う蝕

（う蝕3度）
う蝕2度よりもさらに進行した状
態で、断髄、抜髄または根管処
置を必要とするう歯およびう蝕の
ため歯冠の1/5以上が崩壊して
いるもの。

（う蝕3度以上）
う蝕3度以上とは、う蝕2度よりさ
らに進行した状態で、歯髄まで
病変が波及しているものまたは、
それ以上に病変が進行している
もの。

重度う蝕（Ch）
歯髄まで病変が波及しているも
のまたは、それ以上に病変が進
行しているもの。

（う蝕4度）
う蝕の進行が著しく、抜去を要す
るもの。

調 査 年 次

注1： 平成11年は永久歯に限り「別に示す基準に該当する未処置歯」を調査している。

 　2： 「別に示す基準に該当する未処置歯」とは、「明らかなう窩、エナメル質下の脱灰、軟化底、軟化壁が確認できる小窩裂
　　　溝、平滑面のう蝕病変」のことである。
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表３　歯肉の状況に関する診査基準

調査年

対象歯 76 1 67
76 1 67

診　査
および

記録方法

コード

プロービング
の特記事項

④ 上顎、下顎とも頬側面 (近・遠心)
及び舌側面 (近・遠心) の4点を遠心の
接触点直下から、上下に動かしながら
近心接触点直下まで移動させた。

④ 上顎は頬側面、下顎は舌側面につ
いて遠心接触点直下から、上下に動
かしながら近心接触点直下まで移動さ
せた。

② 対象中切歯の欠損により診査が不能な際は、反対側同名歯を診
  査した。

・WHOのCPI（Community　Periodontal　Index；地域歯周疾患指数）
　によりCPIプローブを用いて診査し、最高コード値を記録した。
・同顎、同側の第1、第2大臼歯については、両歯の最高点を記入した。
・コード3またはコード4で歯石の沈着が認められる場合は、コード数
　の数字を○で囲んで調査票に記録した。

0：歯肉に炎症の所見が認められない。
1：ブロービング後に出血が認められる。
2：歯石の沈着（歯内縁下4mmまでのプロービングによる検出を含む）
3：ポケットの深さが4mm以上6mm未満
4：ポケットの深さが6mm以上

① 5～14歳未満の者の場合、プロービングは行うが、ポケットの
　深さの記録は行わなかった。

③ プロービングは、CPIブロープ先　端の球を歯の表面に沿って
　滑らせる程度の軽い力で操作した。

(右側） （左側）

平成11年 平成17年
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表4　診査時符号と集計時に使用したコード番号一覧

永久歯 乳 歯 永久歯 乳 歯

健全歯０ ／ 11 11 ／ 111 ― 

健全歯０＋白濁・白斑・着色歯 ／ 12 12 ／ 112 ― 

健全歯ｔ ／t 13 13 ／t 113 ― 

健全歯ｔ＋白濁・白斑・着色歯 ／t 14 14 ／t 114 ― 

充填歯 F 21 21 F 121 ― 

金属冠 K 22 22 K 122 ― 

未処置歯　軽度う蝕(Ci) Ci 23 23 Ci 123 ― 

未処置歯　重度う蝕(Ch) Ch 24 24 Ch 124 ― 

充填歯 F 31 31 F 131 ― 

金属冠 K 32 32 K 132 ― 

未処置歯　軽度う蝕(Ci) Ci 33 33 Ci 133 ― 

未処置歯　重度う蝕(Ch) Ch 34 34 Ch 134 ― 

架工義歯装着 × 41 ― ― ― ― 

部分床義歯装着 × 42 ― ― ― ― 

全部床義歯 × 43 ― ― ― ― 

義歯未装着 × 44 ― ― ― ― 

架工義歯＋インプラント × 45 ― ― ― ― 

部分床義歯＋インプラント × 46 ― ― ― ― 

全部床義歯＋インプラント × 47 ― ― ― ― 

インプラントのみ × 48 ― ― ― ― 

注： －は該当なしを示した。

鉤（クラスプ）歯でない場合 鉤歯（クラスプの支台）の場合
コード番号 コード番号

診査時符号 診査時符号

現在歯

喪失歯

支台歯

支台歯でない







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 17 年歯科疾患実態調査結果 



 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．調査票等の記入方法 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 17 年歯科疾患実態調査結果 



 

調査票等の記入方法（1/4） 

Ⅱ．調査票等の記入方法 
 

1．調査名簿ならびに調査票の記入方法 

（１）青または黒のボールペン等を用いて記入した。ただし、「調査票」の診査事項（太わ

くの中の(7)～(10)の欄）の記入は鉛筆でもさしつかえないこととした。 

（２）調査事項(1)～(6)欄では各事項中の該当する数字を○で囲んだ。 

（３）数字の記入は、１，２，３…………のように算用数字を用いた。 

（４）誤記の場合の訂正は次の要領で行った。 

ア 記入を誤ったときは、２本の線（＝）を引いて消し、その行の上部余白に他の文字

（数字）と重ならないように記入した。インク消しの使用、はり紙、砂消しゴムの使

用、塗りつぶしは行わなかった。ただし、診査事項である(7)～(10)欄を鉛筆で記入し

た場合は、調査票をいためない範囲で、消しゴムを用いても差し支えないこととした。 

イ 不動文字を○で囲む欄については、×で消し、正しい部分に○をつけた。 

 

2．調査名簿の記入方法 

調査名簿は、表中「調査参加者」の欄を除き、あらかじめ平成 17 年度の国民栄養調査被調

査者名簿から必要事項を転記した。 

 

(1)名簿右上欄（調査日、記入者、都道府県名、郡市区名、保健所名） 

調査の実施日、記入者の氏名、調査地区の都道府県名、郡市区名、保健所の名称を記入

した。 

 

(2)地区番号、単位区番号 

歯科疾患実態調査地区名簿に示す該当番号をそれぞれ一つの枠に一つずつ記入した。 

 

(3)調査参加者 

調査時に記入することとし、歯科疾患実態調査票を交付した者に○をつけた。 

 

(4)世帯番号・世帯員番号、氏名、性 

国民栄養調査から転記した。 

 

(5)分類番号 

調査名簿が２枚以上にわたる場合は、次の例のように記入した。 

（例 総枚数４枚で、この名簿が２枚目の場合：４－２） 

 

(6)合計該当者、受診者、不参加者の数 

調査名簿１枚ごとに人数を記入した。 

 

3．調査票の記入方法 

調査票の一部は調査日以前にあらかじめ記入した。それ以外の部分については、記入者が

質問または診査の結果をもとに即時記入した。なお、Ⅰ～ⅩⅠは集計の際に使用し、診査の

際には使用しなかった。 

 

① あらかじめ記入しておいた事項 

・都道府県名、郡市区名、保健所名 

調査地区の都道府県名、郡市区名、保健所の名称を記入した。 

・地区番号、単位区番号、世帯番号、世帯員番号 



 

調査票等の記入方法（2/4） 

歯科疾患実態調査地区名簿に示す該当番号をそれぞれ一つの枠に一つずつ記入した。 

 

② 質問のうえ記入する事項 

(1)調査参加の有無 

質問の際に記入し、受診しなかった者は２を○で囲んだ。 

(2)性別 

男女の別を記入した。 

(3)生年月日 

平成、昭和、大正、明治の別について、該当する元号を○で明示し、生年月日の数字

を記入した。 

(4)歯みがきの状況 

最近の歯みがきの状況について質問し、該当するものの数字を○で明示した。 

(5)フッ化物の塗布状況 

14 歳以下の者を対象に、フッ化物の塗布を受けたことがあるかどうかを質問し、該当

するものの数字を○で囲んだ（この場合１と２の双方が○で囲まれる場合もある）。不

明の場合は４を○で囲んだ。 

(6)顎関節の異常 

15 歳以上の者を対象に、顎関節に異常があるかどうかを質問し、該当する数字を○で

囲んだ。開口時のあごの音と痛みについて、該当するものの数字を○で囲んだ。 

 

③ 口腔診査のうえ記入する事項 

・調査票右上欄 

診査の際、調査票右上欄にある調査日および診査歯科医師名を記入した。 

(7)歯の状況 

それぞれの歯について、該当する事項を次の記号を用いて記入した。 

・健全歯： 健全歯０－／ 

健全歯ｔ－／t 

白濁・白斑・着色歯は記号を○で囲んだ。 

・未処置歯：軽度う蝕、重度う蝕－Ci、Ch 

・処置歯： 充填歯－Ｆ 

クラウン－Ｋ 

・喪失歯： ×（智歯を除いた永久歯のみ） 

 

(8)補綴の状況 

架工義歯（ブリッジ）と部分床義歯、全部床義歯について、それぞれの補綴物単位に一

括して囲み、架工義歯（ブリッジ）はＢ、部分床義歯はＰ、全部床義歯はＦｕの記号をつ

けた。この場合、義歯１個につき必ず一つの記号をつけるものとした。 

また、残根の上に装着された義歯がある場合は、(7)欄にはう蝕の状況を、(8)欄には補

綴の状況をそれぞれ記入した。なお、インプラントが装着されている場合には、Ｉｍの記

号を、鉤歯にはＣｌの記号を記載した。 

 

(9)歯肉の状況 

永久歯列について 

7 6 1   6 7 
（右側） 

7 6   1 6 7 
（左側）

 

の各歯の歯肉の状況（２０歳未満の場合、第２大臼歯を除外、）を診査し、最高コード

値に該当する事項を次のコードを用いて記入した。 



０：歯肉に炎症の所見が認められない。 

１：プロービング後に出血が認められる。 

２：歯石の沈着（歯肉縁下４㎜までのプロービングによる検出を含む） 

３：ポケットの深さが４㎜以上６㎜未満（ＣＰＩプローブの黒い部分が歯肉縁にかか

っている） 

４：ポケットの深さが６㎜以上（ＣＰＩプローブの黒い部分がみえない） 

○ コード３またはコード４に歯石の沈着が認められる場合は、上記の数字を○で

囲み、対象歯がない場合は×を記入した。 

○ ５～１４歳の者の場合、永久歯（第２大臼歯を除外）について、コード３また

はコード４は診査せず、０～２のコード値の有無のみ記入する。 

 

 

(10)歯列・咬合の状況 

該当する事項を以下に示す２けたの数字で示し、左の数字は叢生、左の数字は、空隙

の状況を記入した。矯正装置を装着している等矯正治療中の場合は、数字を○で囲んだ。 

 

①  前歯部の叢生ならびに空隙の状況 

叢    生       空   隙 

００：   な  し        な  し 

０１：    な  し         あり（上） 

０２：   な  し       あり（下） 

０３：  な  し        あり(上下) 

１０：    あり（上）       な  し 

１１：    あり（上）       あり（上） 

１２：    あり（上）       あり（下） 

１３：    あり（上）       あり(上下) 

２０：    あり（下）       な  し 

２１：    あり（下）       あり（上） 

２２：    あり（下）       あり（下） 

２３：    あり（下）       あり(上下) 

３０：    あり(上下)       な  し 

３１：    あり(上下)       あり（上） 

３２：    あり(上下)       あり（下） 

３３：    あり(上下)       あり(上下) 

 

 

② オーバージェット 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等矯正治療中の場合は、

数字を○で囲んだ。 

 

 

③ オーバーバイト 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等、矯正治療中の場合は、

数字を○で囲んだ。 

 

 

④ 正中のずれ 

計測した mm 数を記入した。なお、矯正装置を装着している等、矯正治療中の場合は、
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数字を○で囲んだ。 

 

I～XI 診査時には記入しなかった。 
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Ⅲ．結果の概要 
 

１．被調査者数 

被調査者数は 4,606 人（男 1,926 人、女 2,680 人）であり、1 歳以上 15 歳未満の者は 620

人(男 315 人、女 305 人)、5歳以上の者は 4,441 人（男 1，844 人、女 2,597 人）、うち 5歳以

上 15 歳未満の者は 455 人（男 233 人、女 222 人）であった。被調査者数は、減少傾向にある

（表 1、図 1）。 

 

 

２．う蝕とその処置状況 

１）乳歯 

5 歳以上 10 歳未満においては、各年齢とも現在歯に対してう歯を持つ者の割合は 50％を

超えていた（表 2、図 2）。7 歳未満の各年齢において過去の調査と比較すると、現在歯に

対してう歯を持つ者の割合（表 3、図 3）、1 人平均df歯数（dft指数）（表 4、図 4）、1

人平均未処置歯数（表 5、図 5）のいずれも減少傾向を示している。 

 

 

２）乳歯+永久歯 

5 歳以上 15 歳未満の各年齢において、6割～8割程度の者が乳歯または永久歯の現在歯に

う歯を有する者であった（表 6、図 6）。過去の調査と比較し、減少傾向を示している（表

7、図 7）。 

 

 

３）永久歯 

①う蝕の状況 

5 歳以上 10 歳未満の年齢階級では現在歯に対してう歯を持つ者の割合は 14．6％であ

ったが、20 歳以上の各年齢階級では 9割以上にのぼった（表 8、図 8）。過去の調査と比

較すると、5歳以上 25歳未満の各年齢階級では減少する傾向を示したが、40歳以上では、

増加する傾向を示す年齢階級があった（図 9、表 9）。 

5 歳以上 15 歳未満の 1 人平均DMF歯数（DMFT指数）は、近年、減少傾向を示しており、

今回調査における 12 歳児のDMFT指数は 1.7 であった（表 10、図 10）。15 歳以上におい

てDMFT指数を過去の調査と比較すると、若年者において減少する傾向がみられるととも

に 50 歳以上の各年齢階級においても減少する傾向がみられた（表 11、図 11）。う蝕の

処置状況は若年層では充填が多かったが、高齢者ではクラウン、とくに架工義歯（ブリ

ッジ）の支台となるクラウンが多かった（表 12、図 12）。 

 

 

 

②喪失歯の状況とその補綴状況 

5 歳以上の多くの年齢階級で喪失歯を有する者の率（喪失歯所有者率）は、過去の調査

より減少する傾向を示し（表 13、図 13）、1人平均喪失歯数も減少する傾向を示した（表

14、図 14）。また、20 本以上の歯を有する者の割合は増加傾向にある（表 15、図 15）。

なお、75 歳以上 80 歳未満、80 歳以上 85 歳未満の年齢階級の数値を単純平均することで

80 歳での数値を推定すると、平成 17 年調査における 80 歳の 1 人平均現在歯数の推定値

は 9.8 本（平成 5年 5.9 本、平成 11 年 8.2 本）、80 歳で 20 本以上の現在歯を持つ者の割

合の推定値は 24.1％（平成 5年 10.9％、平成 11 年 15.3％）となる。 

平成 17 年の結果を 40 歳以上において男女比較すると、ほとんどの年齢階級において
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男性のほうが女性よりも 1人平均現在歯数が多く（表 16、図 16）、20 本以上の歯を持つ

者の割合についても、ほとんどの年齢階級で男性のほうが女性よりも多い傾向を示した

（表 17、図 17）。 

装着された補綴物の内訳は、70 歳未満の各年齢階級では、部分床義歯装着者より架工

義歯（ブリッジ）装着者が多く、70 歳以上 75 歳未満、75 歳以上 80 歳未満の年齢階級で

は部分床義歯装着者が多かったが、80 歳以上 85 歳未満、85 歳以上の年齢階級では全部

床義歯装着者が多かった（表 18、図 18）。 

 

 

３．歯肉の状況 

若年者においては歯肉に所見のある者、診査対象歯のない者が少なかったが、高齢になる

につれ歯肉に所見のある者および対象歯のない者が多かった（表 19、図 19）。60 歳以上の各

年齢階級では、4mm以上の歯周ポケットを持つ者の割合が前回調査よりも増加する傾向がある

（表 20、図 20）。今回調査結果を前回調査の同じ年齢階級の結果と比較すると、各年齢階級

において現在歯数が増加している。つまり、診査対象歯がより多く残存したために、前回調

査よりも 4mm以上の歯周ポケットを持つ者の割合が高くなったと推測できる。 

 

４．歯列・咬合の状況 

12 歳以上 20 歳未満で叢生のある者は約 40％（表 21、図 21）、歯列に空隙のある者は約 12％

（表 22、図 22）であった。オーバージェットの状況は（表 23、図 23）、オーバーバイトの

状況については（表 24、図 24）に示した。 

 

５．フッ化物塗布の状況 

1 歳以上 15 歳未満においてフッ化物塗布を受けたことのある者のうち約 1/3 の者は市町村

保健センター等で受診したと回答した（表 25、図 25）。フッ化物塗布を受けたことのある者

の割合は、調査を重ねるごとに増加している（表 26、図 26）。 

 

６．歯ブラシの使用状況 

1 歳以上の者では、毎日歯をみがく者の割合は 96.2％であった。また、毎日複数回歯みが

く者の割合は近年増加している（表 27、図 27）。 

 

 

７．顎関節の状況 

口を大きく開け閉めした時、あごの音がするかという質問に「はい」と答えた者の割合は

女性において高い傾向を示し（表 28、図 28）、痛みがあるかという質問に「はい」と答えた

者の割合についても女性のほうが高い傾向を示した（表 29、図 29）。 

 

 

なお、本調査の結果（統計表を含む）に示した主な数値等は次の方法により算出した。 

 

1. う蝕を持つ者の割合 

1)（乳 歯） 

う蝕を持つ者の割合（％）＝（現在歯の乳歯にう歯のある者の数）/（被調査者数）×100 

※ う歯のある者の数： 

未処置歯、処置歯のいずれかを 1本以上有する者の数 

  被調査者数： 

検査を受けた 1歳以上 15 歳未満の者で、う歯のない者、う歯のある者、歯

のない者の総数 
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 2)（乳歯＋永久歯） 

   う蝕を持つ者の割合（％）＝（現在歯の乳歯または永久歯にう歯のある者の数）/（被調

査者数）×100 

※ う歯のある者の数： 

未処置歯、処置歯、喪失歯（永久歯のみ）のいずれかを 1 本以上有する者

の数 

  被調査者数： 

調査を受けた 5歳以上 15 歳未満の者で、う歯のない者、う歯のある者、歯

のない者の総数 

 3)（永久歯） 

う蝕を持つ者の割合（％）＝（現在歯の永久歯にう歯のある者の数）/（被調査者数）×

100 

※ う歯のある者の数： 

未処置歯、処置歯、喪失歯のいずれかを 1本以上有する者の数 

被調査者数： 

調査を受けた 5 歳以上の者で、う歯のない者、う歯のある者、歯のない者

の総数 

 

2. 1 人平均現在歯数 

 1)（乳 歯） 

1 人平均現在歯数（本）＝（乳歯の現在歯数）/（被調査者数） 

※ 現在歯数： 

健全歯、未処置歯、処置歯の総数 

  被調査者数： 

前記 1.1)に同じ 

2)（永久歯） 

1 人平均現在歯数（本）＝（永久歯の現在歯数）/（被調査者数） 

※ 現在歯数： 

前記 2.1)に同じ 

被調査者数： 

前記 1.3)に同じ 

 

3. 1 人平均 df 歯数（dft 指数）および DMF 歯数（DMFT 指数） 

1）（乳 歯） 

dft 指数＝（乳歯のう歯数）/（被検査者数） 

※ う歯数： 

未処置歯、処置歯の総数 

被調査者数： 

前記 1.1）に同じ 

2)（永久歯） 

DMFT 指数＝（永久歯のう歯数）/（被調査者数） 

※ う歯数： 

未処置歯、処置歯、喪失歯の総数 

被調査者数： 

前記 1.3)に同じ 

 

4. 喪失歯所有者率および 1人平均喪失歯数 

1)（永久歯） 

結果の概要（3/4） 
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表1　被調査者数

昭和32年 昭和38年 昭和44年 昭和50年 昭和56年 昭和62年 平成5年 平成11年平成17年

(第1回) (第2回) (第3回) (第4回) (第5回) (第6回) (第7回) (第8回) (第9回)

総　数 30,504  24,068  20,100  15,816  14,462  12,474  9,827  6,903  4,606  

男 13,954  10,383  8,885  6,851  6,232  5,209  4,210  2,865  1,926  

女 16,550  13,685  11,215  8,965  8,230  7,265  5,617  4,038  2,680  

乳　歯
(1～15歳未満)

11,386  8,040  5,542  4,457  3,999  3,081  2,073  1,104  620  

乳歯＋永久歯
（5～15歳未満）

8,688  6,254  4,021  3,047  2,983  2,256  1,522  771  455  

永久歯
（5歳以上）

27,812  22,282  18,579  14,406  13,446  11,649  9,287  6,570  4,441  

  1～ 9歳 7,496  4,505  3,509  3,040  2,588  2,011  1,361  761  412  

10～19歳 6,341  5,523  3,633  2,328  2,220  1,741  1,200  614  327  

20～29歳 4,055  2,815  2,549  2,044  1,375  989  701  557  279  

30～39歳 3,991  3,556  3,103  2,451  2,269  1,840  1,277  807  436  

40～49歳 3,334  2,800  2,852  2,360  2,106  1,661  1,467  876  506  

50～59歳 2,665  2,375  2,157  1,608  1,872  1,775  1,468  1,063  704  

60～69歳 1,752  1,710  1,448  1,250  1,174  1,432  1,372  1,236  930  

70～79歳 721  668  706  614  699  811  756  807  769  

80～   歳 149  116  143  121  159  214  225  182  243  

※　昭和32年調査～昭和44年調査では調査対象者に0歳児を含んでいたが、本表では比較のために
　　1歳未満の者を除いた人数を掲載した。

図1　被調査者数
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表2　 現在歯に対してう歯を持つ者の数、1～15歳未満、乳歯

（人）

年齢(歳) 対象者数 う歯のない者 処置完了の者
処置歯・未処置
歯を併有する者

未処置の者

1 32          31                  -                    -                    1                    

2 45          37                  1                    -                    7                    

3 45          34                  4                    2                    5                    

4 43          24                  5                    6                    8                    

5 43          17                  7                    7                    12                  

6 41          15                  7                    13                  6                    

7 55          18                  14                  21                  2                    

8 47          18                  16                  10                  3                    

9 61          17                  23                  17                  4                    

10 48          18                  21                  7                    2                    

11 47          29                  10                  3                    5                    

12 41          34                  2                    3                    2                    

13 41          40                  -                    -                    1                    

14 31          30                  -                    1                    -                    

図2 現在歯に対してう歯を持つ者の割合、1～15歳未満、乳歯
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